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本当健康のために食事がとても大切です。そして、バランスのとれた食事も
大切です。 
 

しかし、牛乳が一切いけないとか、肉はなるべく避けるとかということになる
と、話は別です。 

 

和田先生の講演では、ちゃんとした食事さえしていればがんの再発がないよ
うな事を言われます。 

 
先生は、どこまで「がん」のことを知っているのかと、私は疑っています。 
「がん」を商売に利用しないようにお願いしたいものです。 

ある読者の声 
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人生のある時期に適切に摂れば良い食品です！ 
 

しかし、がん治療の時にはやめた方が良いのです。 
 

がんは生活習慣からできたものなのでそれを変えない限り治りま
せん！！ 



本当健康のために食事がとても大切です。そして、バランスのとれた食事も
大切です。 

しかし、牛乳が一切いけないとか、肉はなるべく避けるとかということになる
と、話は別です。 

和田先生の講演では、ちゃんとした食事さえしていればがんの再発がないよ
うな事を言われます。 

 
先生は、どこまで「がん」のことを知っているのかと、私は疑っています。 
「がん」を商売に利用しないようにお願いしたいものです。 

ある読者の声 

もう少し詳しく話すと、我々が真核細胞となり多細胞生物化した
時にミトコンドリアとの共生がありました。 

がんはミトコンドリアが呼吸不全を乗り越えて、新たな形質を獲
得した細胞です。 

がんは生活習慣からできたものなので 
それを変えない限り治りません！！ 



それは自分のからだにできたもので、自分で作ったものです。
だから、自分でがんを作ったからだの、その体質を変えない
限り、がんはおとなしくならないと思います。 
 

多くの患者さんは『がんの原因はわからない』と思おうとして
いますが、そうではなくわかろうとしていないのです。 

がんとは何でしょうか？ 



 

そして、もし自分が作ったがんなら、本当に心からがん
を治したいと思っているのでしょうか？ 

自分自身のからだと心を、がんがおとなしくなるように
向けているのでしょうか？ 

がんとは何でしょうか？ 

がんは糖分で生きている ―ワールブルグ効果― 
がんは塩分を好む 

がんは増殖するための特性が
ある！ 



医師と話をしてどのような治療方法を選ぶのか、その治療方
法の詳しい内容と実際の進め方はどうなのか、そのようなこと
をしっかり理解している患者さんがあまりにも少ないことが、
診察室で患者さんと話をしていると強く感じられます。 

がんとは何でしょうか？ 

お店の買物もこんな仕方するのかな？ 

医師任せの患者さんが 
あまりにも多い！ 



一般にがん患者さんは、がん治療は不愉快で、しかも
ほとんど効かないとか、がんの多くは苦痛を伴ってすぐ
に死んでしまうかもしれないと思い込んでいます。 
 

しかし、自分を変えることができればそのような問題は
乗り越えることができます。 

がんとは何でしょうか？ 

前向きな気持ちと周囲の支え！ 



「あなたは治りません」、「この治療では抑えているだけで
そのうち効かなくなります」、このようにがん治療医から言
われることは珍しくありませんが、これでは患者さんは免
疫力が落ちて治療効果が期待できません。希望があって
こその治療です。 
 

自分のからだを『がんに負けないからだ』にして治療を受
ければ最大の効果を得ることができるでしょう。 

がんとは何でしょうか？ 

自分は治るのだ！ 



最近出されたアメリカのがん関係の本で 
全米ベストセラーになった！ 

劇的寛解症例の紹介！ 



劇的な寛解・Radical Remissionをきたした人達が行ってきたこと 

1．抜本的に食事を変える 
2．治療法は自分で決める 
3．直感に従う 
4．ハーブとサプリメントの助けを借りる 
5．抑圧された感情を解き放つ 
6．より前向きに生きる 
7．周囲の人の支えを受け入れる 
8．自分の魂と深くつながる 
9．「どうしても生きたい理由」を持つ 

がん治療は答えがあるとこから出発すればよいのです。 
 

がん治療の答えは癌長期生存者・癌サバイバーです。 
この人たちが何をどのようにして良くなったかを研究すれ

ばそれが答えです。 



どのようながん治療が良いのか？ 

1．治る希望のある治療 
2．担当医と話し合って納得できる治療 
3．いやだなと思う治療は受けない 
4．副作用を抑えるハーブとサプリメントの助けを借りる 
5．治療は心を前向きにして受ける 
6．周囲の人に支えてもらう 
7．自分の今までの生活が間違っていかったかよく考える 
8．人生の生きる意義を見つける 



がんの統計’14     公益財団法人 がん研究振興財団 Foundation for Promotion of Cancer Research 2014  

がん死亡率 

がん死亡率は1947年以来右肩上がり 



本当に今のがん治療は正しいのか？ 日本のがん治療の現状 

がん死亡率・日米比較 

日本のがん死亡率は右肩上がりに上昇して2014年300に達している。  
一方アメリカでは1995年ころからがん死亡率は下がりだし 
200を少し超えたところにある。 

日本のがん治療医は
この話は全くしない！ 



本当に今のがん治療は正しいのか？ 
 
抗がん剤で亡くなった方もいるかもしれない。 

抗がん剤を使わなくても治った方がいる！ 



炎症を抑え、体質を変えると癌が大人しくなってくる 

抗がん剤を使わなくても治った方がいる！ 

がんは代謝疾患・生活習慣病である！ 

がんができたままの身体で治療すればがん
はさらに強くなってゆく！ 

抗癌剤でたたくとがんが強くな
る理由がここにあります！！ 

がんはミトコンドリアの 

呼吸不全を克服した細胞
であるである！ 



     
がんは自分のからだが作ったものです。 
がんを作った原因は、様々なことが考えられるでしょう。 
 

したがって、治療をすべて医師まかせにするのではなく、今までの食
生活、生活習慣を見直し、自分が主体となって治療に取り組み、同時
に、がんを作ってしまった自分のからだを変えることが何よりも大切な
のです。 

がんの治療について  

自分は治るのだ！ 
自分で治すのだ！ 



１つ目はがんと代謝・炎症、 
2 つ目はがんと免疫、 
3 つ目はがんと心です 
 

がんは手ごわい病気ですが、決して全く太刀打ちできない病気と
いうわけではありません 

がんとどう向かい合うのか？ 

自分自身でがんに向き合おう！ 



がんは糖分で生きている  『 ワールブルグ効果』 
がんの成長には糖分が必要 
 
がんは塩分を好む 
がんは炎症によって進行する 
がんは変装して強くなっていく 
がんは炎症によって進行する 
免疫の力 『好中球とリンパ球』 
 
 

がんとどう向かい合うのか？ 

がん治療は辛いものではないのです！ 



炎症を抑えると何が起こるのか？ 

NFkB（エヌ・エフ・カッパ・ビー）が大人しくなる！ 

がんは慢性炎症から起こってくる！ 



 
 
 

炎症とは何でしょうか？ 

炎症とは、からだの中で起きた火事のようなものです。火事の現場に
は消防隊や警察官など、たくさんの人々が駆けつけ鎮火作業が行わ
れます。 
 

同じようにからだの中でも、炎症部位には好中球やリンパ球などの炎
症細胞が集まり、炎症を沈静化しようと働きます。喉に細菌が感染し
赤く腫れ上がった場合、これは喉の炎症であり、感染した細菌を排除
するために反応しています。このような炎症の多くは一過性で急性炎
症と言われますが、 
 

これに対し、長い期間くすぶり続ける炎症は慢性炎症と呼ばれ、がん
を進行させる原因となります。 

慢性炎症がミトコンドリアの 
呼吸不全を起こす！ 



 
 
 

がんは炎症によって進行する！！ 

肥満は慢性炎症の一例ですが、肥満の人はがんになる確率が上がり、がん
の治療効果も弱まる。 
 

それは、肥満になると様々な生理活性物質が産生され、血管や他の臓器に
炎症を起こして慢性炎症の状態を作るからです。 
 
がんは炎症を好みます。 
がんの周囲では、 TNFα（ Tumor necrosis factor α）という物質が分泌され、炎
症を調節するNFκB （ Nuclear factorκB ）という物質に作用し、炎症をすすめま
す 。 
 
炎症はＥＭＴを促し、さらにがんの転移進行を助けます。 

生活習慣病が慢性炎症を起こし、がんができてくる！ 



 
 
 

一般的に体内でどの程度炎症が起きている
かを調べるには、血液検査の CRP という項
目が大切です。できれば、 CRP は 0.05 以下
が望ましい状態です。がん予防 にも、がん

治療にも、過度の炎症を長引かせないこと
が重要です。 

慢性炎症を
調べる指標・
サイン 

自分の身体の状態を知ろう！ 

炎症の状態を知る指標 



がんは糖分で生きている  『 ワールブルグ効果』 
がんの成長には糖分が必要 
 
がんは塩分を好む 
がんは炎症によって進行する 
がんは変装して強くなっていく 
がんは炎症によって進行する 
免疫の力 『好中球とリンパ球』 
 
 

がんとどう向かい合うのか？ 

がん治療は辛いものではないのです！ 

炎症を抑える食事が必要で
す！ 



 

そして、もし自分が作ったがんなら、本当に心からがん
を治したいと思っているのでしょうか？ 

自分自身のからだと心を、がんがおとなしくなるように
向けているのでしょうか？ 

がんとは何でしょうか？ 

がんは糖分で生きている ―ワールブルグ効果― 
がんは塩分を好む 

NHE 
ナトリウム・プロトン交換機！ 

減塩は何のために行うのか？ 



がんのポンプの話 

癌細胞表面には、7個以上のポンプがある。 
一番良く働いているのがNHE・ナトリウム水素
交換器である！ 
 
塩分・ナトリウムを制限するとおとなしくなる。 

乳癌細胞表面NHEの活性度 

上皮内癌 活性化上皮内癌 浸潤癌 

ガンが悪性度を上げるに従いNHE-1活性が強くなる！！ 



Immunity, Inflammation, and Cancer 
Sergei I. Grivennikov,1 Florian R. Greten,2 and Michael Karin1,* 
Cell 140, 883–899, March 19, 2010 883-899 

患者さんに指導していること 

抗癌剤の有効性出すためNHE活性を落とすことを目的に体質改善を行った 

Na＋が少なくなるとこの

ポンプが動かなくなり、
癌細胞内にH+イオンが

溜まりガン細胞の活動
が弱まる！！ 



医療機関専用 
60袋入り 16,200円（税込） 
1袋当たり       270円（税込） 

冷水50～100㏄によく 
溶かしてお飲み下さい 

ミサトールW 
うめエキスのお話 



１）一つは癌表面ポンプが活発に働く。 
NHE・ナトリュームプロトン交換機。 止めるには減塩が有効 
 

２）癌細胞は極めて多量のブドウ糖を好みます。癌表面の
GLU1-4ブドウ糖輸送機は一般の体細胞のそれの10倍以上あ
る。GLU1-4を満杯にしないように血糖の立ち上げを緩やかに
する必要がある。 
 

３）がん細胞は次世代細胞を作る時に必要な細胞膜構成成
分・脂肪酸を自分の脂肪酸合成酵素・FASNで93％以上合成し
ます。これを押さえることが必要。 うめテルペンなど 

がん治療の基本姿勢 1 



４）がんにおいては必ず増殖をするときの信号としてNFkBが活
性化しています。NFkBの活性はCRPに反映されるので、CRPを
低下させることが必要。 ハーブ類・夏白菊が有効。 
 

５）このように癌の勢いを止めたうえでがん増殖制御を副作用
を与えない範囲で抗がん剤や分子標的薬を投与。 
尿pHが7以上になるとよい。 
 

６）患者の免疫力を高めて自分の能力で抑制のかかったがん
細胞を排除する。 

がん治療の基本姿勢 2 



うめテルペン 



• 癌は自分の身体にできたもの・自分で作ったもの 

• その体質を変えない限り癌はおとなしくならない 

• 癌をたたく、打ち負かすと言う治療は自分の身体をたたくこと！ 

• 癌の原因は多くは判っている 

• 患者は自分の人生の責任を自分で受け止める 

 

• 癌は一般的にうまく付き合うと痛みが少なく、穏やかに長く生存できる 

• 治療はやり方次第で不愉快ではなく、有効なことが多い 

 

 

 

 

 

まとめの言葉 １ 



心・気持ちを癌を恐れず穏やかにする方向に持ってゆきながら 
治療を受けることが大切 





http://www.scim.or.jp/ 

一般社団法人・ 日本がんと炎症・代謝研究会 

2014/05/25 
研究会発足記念第一回講演会 
 
2015/6/21 
第二回講演会 
 
2016/6/11（予定） 
第三回講演会 
 

興味のある方の参加を待っ
ています 



和田 洋巳 

京都大学名誉教授 

がんと代謝そして炎症 

『がんに負けないからだをつくる』  

• ご静聴有難うございました 

食事でがんが治るのか？ 

2016/5/21  
一般社団法人『癌が棲みにくい身体作りの会』講演会・東京 

食事だけでがんは治りません。 
しかし、食事を変えなければ 
がんは治りません！ 


